
罹災証明書又は罹災届出証明書の交付区分について

火災です。

↓自然災害です。

↓個人です。

↓希望しません。 ↓

罹災証明書

現地調査の上、被害区分（全
壊、半壊等）を判定した罹災証
明書を交付します。

※現地調査の結果、準半壊に至らな
い（一部損壊）の判定になる場合が
あります。

罹災原因は風水害等の自然災害ですか。

申請者は個人ですか、法人ですか。

被災したのは住家（申請者が現実に居住のため
に使用している建物）ですか。

被災したのは住家本体（屋根、外壁、建具、基
礎、天井、内壁、柱、床等）ですか。

希望します。
(写真の添付が必要です)

↓住家本体です。

火災によるり災証明は消防局
予防課へお問い合わせください。

↓住家です。

写真があれば
添付して
ください

※写真や現地調査において被害の状況が把握できないとき、又は被害と災害との因果関係が明らかでない
とき（落雷等）は、罹災証明書又は罹災届出証明書を交付できません。

 法人です。

 住家以外（事務所、店舗、貸家、
 空家等）の建物です。

 外構や住家に付帯する工作物、
 家財等です。

下記の場合に写真による被害区分の判定を希望しますか。
・地震による被害を受けた住家の写真から「全壊」と判定できる場合
・水害による被害を受けた住家の写真から浸水深が確認できる場合
・自己判定方式による一部損壊の判定を行う場合

罹災証明書 罹災届出証明書
写真により被害区分を判定した
罹災証明書を交付します。
自己判定方式の場合「準半壊に
至らない（一部損壊）」の判定
になります。

写真や現地調査により被害届出
の事実を証明する罹災届出証明
書を交付します。

※写真から被害の程度が判断できな
い場合には、現地調査を行うことが
あります。

※写真の添付がない場合や写真から
被害の状況が把握できない場合に
は、現地調査を行うことがありま
す。


